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2016 年 8 月 26 日に開催された中央教育審議会教育課程部会において，「次期学習指導
要領等に向けたこれまでの審議のまとめ（案）」が了承された。今後，年内には本答申，
年度内には学習指導要領改訂というスケジュールである。改訂後は，1 年の周知期間，教
科書の作成・検定・採択等の一連の手続きを経て，小学校は 2020 年度，中学校は 2021 年
度からそれぞれ全面実施，高等学校は 2022 年度から学年進行で実施の運びとなるが，正



























た教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会」（以下，検討会）が 2012 年 12 月に
設置されている。この設置とともに学習指導要領の改訂作業が実質的に開始されたといっ












































































































































めの「エビデンス」は OECD が実施する PISA（Programme for International Student 
Assessment）等によって供給される。以上のことについて関係者間の合意は調達済みで
















践面でも少なくない（たとえば，OECD の Andreas Schleicher 教育次長との直接交渉を






































































（Ball: 144）。PISA をアカウンタビリティ・システムとして分析した David Labaree（2004）
も，教育目標の縮退が進行していることを指摘している。とするならば，今後待たれるの
は，その複雑性に見合ったかたちでの教育の目的論であろう。


















































































































































（pedagogic device）が提供する教育言説（pedagogic discourse）に固有な文法」（Bernstein: 
28）のなかでそれが演じている役割について短く論じてみたい。この文法には三つのルー
ルがある。分配ルール，再文脈化ルール，評価ルールの三つである。ここでは，さしあた
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